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岡山県（おかやま若者グローバルチャレンジ応援地域協議会）

「自ら考えて行動する、チャレンジする若者」を育成し、県内の国際競争力の強化や経済
活動の活発化を目指す。「岡山の認知度向上」をキーワードに、本県の特色ある産業や技
術等を海外に発信するための方策を立案し、それに基づいた実践的な留学を支援する。

◆地域の産業界を巻き込んだ学生選考会

【地域協議会代表者】
（公財）岡山県産業振興財団 理事⻑ 三宅 昇

地域協議会基礎データ

【運営事務局】
（公財）岡山県産業振興財団

総務部 情報支援・人材育成課

地域人材コースは地域の支援
企業からの寄附⾦によって奨学
⾦が成り⽴っているため、産業
界関係者の継続的支援が重要で
ある。

そこで、岡山県では県内の産
業界関係者が中心となって選考
会での審査を⾏っている。選考
会当日は、学⽣の留学計画に対
する質問やアドバイスが活発に
⾏われ、地域の支援企業と学⽣
の距離を近づける機会となるよ
う心がけている。

県内壮行会の様子

学生のプレゼンテーション審査
（選考会）

参加企業でのインターンシップ受⼊の協⼒、選考会での
面接、学⽣の成⻑度合いの人物評価、参加企業に対する
会報誌等を活⽤した寄附⾦の協⼒依頼、等産
学⽣への制度の周知と応募とりまとめ、留学計画への助
言、教員の持つ人脈やネットワークを活⽤し、海外での
実践的活動やインターンシップをサポート、等学
プログラムの総括、県広報媒体等を活⽤しての広報、選
考会での面接、運営費負担、等官

【地域協議会の構成員及び産学官の役割】
岡山県経済団体連絡協議会、岡山県商工会議所連合会、岡山県経営者協
会、（一社）岡山経済同友会、岡山県中小企業団体中央会、岡山県商工
会連合会、大学コンソーシアム岡山、（一社）岡山県国際経済交流協会、
（一財）岡山県国際交流協会、岡山県、（公財）岡山県産業振興財団

【地域協議会による事業運営】



地域プログラム内容

◆事例：岡山を第二のシリコンバレーに！地方のITと⼥性を応援する！ 岡山大学 高橋 桃花

県内オリエンテーションの様子

◆岡山の認知度向上！！（渡航国自由）

◆選考を通過し採択が決した学⽣と留学計画を基にインターンシップ先の検討、折衝、面談調整、同⾏訪問、事前・
事後計画の調整等を実施し、留学がより有意義なものになるように支援を⾏う。

◆帰国後、事後インターンシップ先への同⾏訪問、事後計画の⾒直し等を⾏い、成果を具体化するための支援を実施。
◆留学中は、現状の確認と相談業務、定期的なインターンシップ企業への報告等を⾏う。

地域コーディネーターによる支援

「岡山の認知度向上」をキーワードに企画⼒と⾏動⼒を兼ね備えた骨太のグローバル人材を育成する。海外での実践活動は岡山県の
持つ特色ある産業、技術、素材等を題材にテストマーケティング、国の特性にあった商品づくりの提案、外国人観光客誘致のための企
画提案など海外で認知度を向上させるための⽅策を学⽣⾃らが計画する。海外で実践した取組成果を全国に発信し、本県の認知度向上
に結び付け、学⽣⾃⾝にも岡山県のよさを再確認させながら、地域経済の活⼒向上に繋げる。

IT×地⽅×⼥性という観点から岡山をよりよくしたいと思
い地域人材コースに志望。事前インターシップでは各事
業所やデータセンターなどの訪問、フェアへの参加、技
術研修を⾏った。技術研修では、岡山サンノゼの姉妹都
市間の交流をより深めることを目的としたSNSアプリの
企画・開発を⾏い、これらを
通してアプリ制作技術の基礎
や岡山の企業について学ぶこ
とができた。
帰国後は留学中に学んできた
こと、経験してきたことを元
に岡山のITや岡山の⼥性を盛
り上げていくような活動がし
たい。 両備スマートフェアへの参加

インターンシップ 海外留学

【受け⼊れ企業名】 株式会社両備システムズ
サンノゼ州⽴大学にてコン
ピュータサイエンスを学びなが
ら、現地で開催されるハッカソ
ン、日系企業のピッチイベント、
日本文化を学ぶイベント、IT技
術勉強会などのイベントに参加。
サンノゼの姉妹都市である岡山
の認知度向上のための実践活動
を⾏った。 高橋さん（左手前） 留学先にて

【渡航国】：サンノゼ州⽴大学（米国） 2016年8月〜
2017年5月

今後は、エンジニアリングに関わる⼥性を対象にしたイ
ベントや岡山サンノゼ姉妹都市締結60周年を祝うイベン
ト等に参加予定である。現地で岡山の優位性を発信する
とともに、シリコンバレーの先進的な取り組みを持ち帰
ることによって、岡山の発展に貢献したいと考えている。



留学後の活動例
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【Change OKAYAMA
with Transportation!】

また、インターンシップだけで
なく、次期「地域人材コース」の
留学⽣を送り出す壮⾏会で、成果
報告をし、地域内のさまざまな企
業・団体の⽅々へ、留学で得た知
識や経験を還元した。地域におい
て横のつながりを作る場で発表す
ることで、１社だけでなく多くの
企業が連携して、今後の地域発展
へと新しい視点を提供できた。

地域の講演会での通訳ボランティアをしている。元ＢＢＣ特
派員の⽅を講師として⾏われる講演会で、現在学部で学んでい
る国際法の知識と併せて留学の経験を⽣かし、招致の交渉や通
訳として地域事業に関わっている。１０月末に⾏われる講演会
本番でも、学⽣などの質問や交渉において、通訳として手助け
を⾏っていく予定である。

事前インターンシップで得た知
識をもとに、留学で実情を調査・
比較検討し、それを帰国後のイン
ターンシップで取りまとめて報
告。調査報告だけでなく、今後企
業と地域が発展するために必要で
あると考える提言なども⾏った。

◆インターンシップ先での報告

◆主体的に⾏った地域事業に関する活動

【留学報告を通じた産業界関係者
及び5期生との交流】

（株）両備タクシーセンターにて

報告会の様子

今年３月に帰国した岡山
大学の高橋市佳さんに、
本地域協議会が実施した
最初の派遣留学⽣として、
今期留学予定の第5期⽣の
ための壮⾏会・交流会に
参加し、⾃⾝の留学経験
や⽣活の様子、アドバイ
スなど成果報告を⾏う機
会を設けた。

⾃⾝の留学テーマでも
ある公共交通についての
現地活動の調査結果や、
事 前 ・事後 イ ンター ン
シップで得たもの、また、
これから留学をする後輩
たちにエールを送った。

また、交流会では、留
学を支援した地域企業の
⽅々、留学関係者に留学
中の出来事を語ったりと、
有意義な時間を過ごした。

地域協議会代表 三宅 昇 氏

交流会の様子

第5期⽣と



地域の声
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【学生データ】
（5期⽣実績）

◆渡航国
・米国（3人）
・英国（2人）
・セルビア（１人）
・タイ・カンボジア・ミャンマー（１人）

◆留学期間
最短6ヶ月〜最⻑9ヶ月
（平均期間約8ヶ月）

◆留学計画（タイトル）
岡山を第二のシリコンバレーに！
地⽅のITと⼥性を応援する！

ASEANの人材育成からの学びを活
⽤し、岡山をダイバーシティ雇⽤
の先進県に！

岡山のフルーツの世界進出を計画
する！

目指せ、歩いてでえれぇ楽しい
町、岡山！〜観光客・住⺠巻き込
み型イベントで全国魅⼒度ランキ
ング上位へ〜

歩いて岡山の魅⼒を知る！
-英国フットパスの応⽤-

森を通じて岡山と世界に交流を！
-地域を正しく理解し、保全と改⾰
を実践する-

５年後企業が必要とする人材を育
てる！〜国際都市岡山を創る英語
教育改⾰〜

【派遣留学生⽒名】岡山大学 梶本 夏未

留学先のタイで

インターナショナルフェアの
衣装コンテストで、うらじゃ
の衣装を着て1位受賞

全国初の⾝体障害者のための能⼒開発センターとして設⽴された当社は、「⾝体障害者の精神面及び経済面の社
会的⾃⽴」を基本⽅針として技術訓練を⾏っている企業である。
今回、日頃付き合いのある（公財）岡山県産業振興財団から、「地域人材コース」の話を聞き、インターンシッ
プを希望している学⽣の留学計画が、先進的な事例、課題抽出、改善策の提案等を含んだダイバーシテイ雇⽤と
いうことで、創業当初より当社も課題として取り組んでいる雇⽤創出という部分で一致、梶本さんとの面談でも
非常に前向きで好感が持てたので、受⼊れをした。
梶本さんは、留学先でも一⽣懸命頑張っており、帰国後も岡山で障害者の雇⽤創出に尽⼒するリーダーとして活
躍することを期待している。

【支援企業名】
株式会社吉備ＮＣ能⼒開発センター

代表取締役社⻑ 片山 雅博 ⽒

◆地域⼈材コースに応募した理由
留学テーマである「ダイバーシティ雇⽤」に関して、岡山に可能性と需要を感じ応
募。点字ブロック、バリアフリー、児童福祉の先進事例がある岡山に、ダイバーシ
ティの可能性を感じた。被災地からの移住者が増え、一過性ではない雇⽤の創出が急
務。県外出⾝の私が、充実した時間を送ることができるアットホームな岡山への感謝
を、留学で学ぶことで還元したいという想いも原動⼒となった。

◆プログラムの感想や成⻑したこと
留学前後に、考えを言語化する機会が多く設けられ、⾃分と向き合うきっかけとなる
プログラムである。結果、課題意識をもって物事に取り組む姿勢が⾝に付いた。岡山
県の未来の為に一緒に取り組もうと鼓舞して下さる県内企業の⽅々、親⾝にサポート
して下さるコーディネーター、志を同じくするトビタテ⽣など、多様な⽴場から
フィードバックを頂けることは、トビタテならではの貴重な経験である。

◆今後の抱負
留学での学びを発信していきたい。具体的には、留学をバックアップして下さった
⽅々への報告、ダイバーシティ雇⽤に関する課題意識と改善策の提案、今後留学をす
ることを考える学⽣への情報共有等である。


